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　　　　　食事サービス管理委員会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記録者　沼畑　みさと

　　　　　

[日　時]　　平成24年　8月　10日（金）　15：30～16：00　　　　　　　　　　　　　　　 

[場　所]　　青南病院　4Ｆ　ユーティリティーホール　　
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 [議事内容]　

Ⅰ　委託給食に関する意見

	
	
	配膳に関する意見
	食材に関する意見
	接遇に関する意見
	良い意見

	青南病院
	東病棟
	
	1
	
	2

	
	南病棟
	
	2
	2
	

	
	西病棟
	
	1
	
	

	
	北病棟
	5
	
	
	

	南山苑
	2F
	
	3
	2
	

	
	3F
	3
	2
	1
	

	
	南陽館
	
	1
	
	

	合計
	8
	10
	5
	2


· 各フロアより頂いた意見は改善計画書に記入。

○各フロアから提示された意見で検討事項

【よかった意見】

· 東病棟より、夏らしいメニューが好評との意見が挙げられている。

· 行事食に関しては患者様、利用者様からも好評。

【改善を要する点】

· 給食に関する意見を日清へ一方的に責めるような体制ではなく、日清・各部署が協働してよい食事サービスを出来るような体制にしてはどうか？

⇒現在の意見としては、各部署から日清へ一方的な意見が多い。どうにか協働して改善できるようにできないか？（例えば南病棟で時間より早く帰るとの意見があったが、実際には病棟スタッフより、早く帰ってもよいとの話しがあった件もあるため）

　また、必ず栄養を通して意見を述べる環境は問題解決に時間を要することもあるため、場合によっては当事者同士で話しをし、解決できるような環境になれば尚よいのではないか？

⇒今回の件は一度持ち帰り、栄養士への連絡体制について、栄養士ミーティングにてチーム全体で検討することとする。

· 南山苑の食札順番について

⇒何度も意見として挙げられる。フロアスタッフにより、意見が食い違うことあり（絶対食札を並べた順番で提供して欲しい。人がいなければ、飛ばして次々と出して欲しい。等）。

⇒日清としては、フロアにて並べられた食札を順番通りに提供している（着席していない利用者様にはお出しできないため、着席した後に提供）。職員不在の場所に提供が難しい場合もある。

⇒フロアと栄養、日清との認識違いがあり、またフロアスタッフによっても考え方の偏りがある。今後、食事ミーティングにて話し合いの場を持ち、食事提供順番にて検討することとする。

Ⅱ　検討事項

· 医療機能評価にむけて

厨房の衛生点検について

　→細部までの点検は病院栄養士（久保）、チームリーダー（沼畑）の2名で行う。そのほか、庶務との巡視に関しては医療機能評価前日の8/28に実施することにする。必要があれば当日も栄養士が厨房内の確認を行うこととし、当日フリーの工藤も同行で28日に厨房巡視を行う事とする。

　　前回、厨房への指摘により保留になった経緯があるため、再度厨房内の見ていく可能性あるため、十分注意する。

　

Ⅲ　食器・厨房機器の破損状況

《青南病院》

◎食器破損

	種類
	1個単価
	破損数
	破損金額
	破損理由

	汁椀
	540
	4
	2160
	洗浄中、手が滑って割ってしまった。（1）割れているのを発見した。（1）患者様が食事摂取中、突然皿を投げつけて割ってしまった。（2）

	小鉢（青）
	620
	1
	620
	手が滑って割ってしまった。

	小皿（浅鉢小）
	460
	2
	920
	お客様よりヒビがはいっているとの報告を受けた。（2）

	角深皿
	1300
	3
	3900
	盛り付けをしようとして手がすべって床に落としてしまった。（3）

	箸
	160
	6
	960
	洗浄中、シンクの中から折れている箸を発見した。（6）

	スプーン（大）
	150
	1
	150
	洗浄中、シンクの中から曲がっているスプーン発見した。


○食器破損に関して病棟との検討

· 食器破損について

⇒食器破損についての分析を実施。まず患者様の下膳方法を現場確認する。

　すると、食器を投げ入れる方、沈めずに浮かせたままの方などが見られた。

　以前に比べると食器を投げ入れる患者様が多くなってきている。

食器を投げ入れる患者様を減少させる為に
⇒栄養から食器を投げ入れる方をリストアップし、各病棟スタッフへ伝え注意していく。

　現場任せとはせず、栄養士も現場に行き、必要に応じて注意していく。

　その他、各病棟へも食器を投げ入れないよう、メールにて呼びかけを行う。

⇒日清としては、できる限り食器を沈めるようにする。

⇒栄養、日清、病棟協働で食器破損個数を少なくしていくこととする。

◎施設・設備破損

· 冷蔵庫排水口のつまり⇒伝票提出中

· ｽﾁｺﾝ不具合⇒一旦、修理し改善したが、再び同じ不具合あり伝票提出中。

· ﾌﾞﾗｽﾄﾁﾗｰ扉、漏電、不具合⇒伝票提出中（使用できない状態で、冷茶の提供に支障がでている）

· 台車車輪⇒伝票提出中

· 食器洗浄機部品外れ⇒伝票提出中

· ひしゃくの絵の部分が折れた⇒伝票提出中

· 開放側レストラン・シンク・お湯の蛇口の水が止まらない⇒伝票提出中

《南山苑》

◎食器破損

	種類
	1個単価
	破損数
	破損金額
	破損理由

	緑カップ
	
	3
	
	落とした（1）、使用時に発見（2）

	汁わん
	
	1
	
	落とした（1）、使用時に発見（1）

	ご飯茶碗
	
	1
	
	落とした（1）


○食器破損に関して検討

· 施設・設備破損

・6/13　2F配膳室ダムウェーターのスイッチランプがつかなくなる。

⇒１度、修繕完了したが、再度スイッチが外れることあり、修理伝票提出中。

Ⅵ　嗜好調査報告

· 青南病院

7月で全患者様の嗜好調査終了している。現在、集計作業中。

今後、患者様への結果掲示に向け、書式の検討を行う。

掲示予定は9月としている。

· 南山苑

　　　　現在、入所者様、通所利用者様の聞き取り中。（60％聞き取り完了）

　　　　病院と同様、内容掲示するため、お盆終了までには聞き取り完了を目標とする。

Ⅶ　栄養管理室から各施設

· 食事発注の際、前の食事の「受け」数も各病棟・フロア・施設で必ず入力するようお願いします。提供数の確認が出来ません。

· 食事開始時間は出来る限り守っていただきますようお願いします。

· 食事発注の際、外泊・外出・食止め等で食事を止める場合には、食数のみではなく発注フォームの備考欄に、必ず食止めする方の名前の記入をして下さい。

· 経管栄養の発注の際、数の発注ではなく、人数の発注となります。また、入力の際には備考欄に使用する濃厚流動食名と使用者名の入力をお願いします。

・　毎月、意見を頂く際に、法人内で人気・不人気メニューを教えていただけるようお願いします。献立内容の見直しにつなげていきます。

· 発注の受け数は、受けた数を確認して入力して下さい。

· 意見に関するメールは、9/11（火）までに栄養へお願いします。

· 先月の改善報告の入力をお願いします。格納場所：委員会⇒法人食事サービス管理委員会⇒改善報告入力はこちら。期限は8/17（金）までによろしくお願いします。

食事サービス管理委員会開催のお知らせ

食事サービス管理委員会を開催いたします。各施設より２名担当者が決定しておりますので、１ヶ月間の意見を取りまとめ、給食委員会へ出席していただくようお願いします。

期日　　平成24年9月21日（金）

場所　　4Ｆ　ユーティリティー　（青南病院）

時間　　15：30～16：00

